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〇防災ガイドブックを活用しよう！
　令和７年３月に防災ガイドブックを作成し、町内の全世帯に配布しました。ガイドブック
には、非常用持出品チェックリストや災害時の情報取得方法など、災害時に役立つ情報がた
くさん掲載されていますので、ぜひご活用ください！！
　また、ガイドブックに利根町のハザードマップがついていますので、ご自宅周辺や避難所
の位置を確認して、日常の備えを強化しましょう。
※ガイドブックは、右側の二次元コードを読み取っていただくことでも確認できます。

〇公衆電話で家族の無事がわかる？　NTT の災害用伝言ダイヤル１７１
　もし、家族と離れ離れになってしまっても、公衆電話の「災害用伝言ダイヤル」を使って
メッセージを残しておけば、家族に自分の無事や、どこの避難所に居るかなどを家族に伝え
ることができます。
　近年、公衆電話を使ったことのないお子さんが増えているそうです。いざという時のため
に、おうちの人と実際に使ってみたり、使い方を調べてみましょう。 ○○の避難所にいるよ！

消
費
生
活
相
談
だ
よ
り

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

県公式
ホームページ

　
18
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
、
保
護
者

の
許
可
な
く
契
約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

る
契
約
の
相
談
は
、
18
歳
～
20
歳
代
前
半
の

方
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
特
に
副
業
関
係
、

マ
ル
チ
商
法
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
、
美
容
・

エ
ス
テ
な
ど
の
相
談
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　
18
歳
未
満
の
場
合
、
充
分
な
判
断
力
が
備

わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
原
則
、
契
約
を
取

り
消
せ
ま
す
が
、
成
人
に
は
こ
の
よ
う
な
保

護
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
相
談
事
例

◎�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
親
し
く
な
っ
た
人
か
ら
、「
儲
か

る
副
業
が
あ
る
が
、講
座
を
受
講
し
て
か
ら
」

と
勧
誘
さ
れ
た
。
受
講
料
の
20
万
円
を
用
意

で
き
な
い
と
言
っ
た
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
作
っ
て
支
払
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
講

座
は
終
了
し
た
が
、
仕
事
の
紹
介
は
な
く
、

紹
介
者
と
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
借
金

だ
け
が
残
っ
た
。

◎�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
友
人
を
紹
介
す
る
と

報
酬
が
得
ら
れ
る
」
と
の
広
告
を
見
た
。
有

名
人
も
出
て
い
た
の
で
信
用
で
き
る
と
思

い
、
入
会
金
の
10
万
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

し
た
。親
に
言
わ
れ
て
解
約
を
申
し
出
た
が
、

返
金
さ
れ
な
い
。

▼
ア
ド
バ
イ
ス

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
勧
誘
に

安
易
に
乗
ら
ず
、
金
銭
の
支
払
い
を
求
め
ら

れ
た
場
合
は
、契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、「
副
業
」「
報
酬
」
な
ど
の
話
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
契
約
書
や
条
件
を
よ
く

読
み
、
疑
問
に
思
う
場
合
は
、
早
め
に
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
：
消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
〉

▼
対
象
の
検
査
・
治
療

　
当
該
年
度
中
に
終
了
し
た
、
保
険
適
用
外

の
不
育
症
検
査
ま
た
は
治
療
に
要
し
た
費
用

※�

入
院
時
に
お
け
る
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事

代
、
文
書
料
な
ど
は
対
象
外

▼
補
助
金
額
お
よ
び
助
成
回
数

　
５
万
円
を
上
限
に
１
年
度
内
に
１
回
助
成

※�

茨
城
県
が
実
施
す
る
不
育
症
検
査
費
用
助
成

事
業
の
対
象
と
な
る
検
査
を
受
け
た
方
は
、

県
か
ら
の
助
成
金
額
を
控
除
し
た
額
を
助
成

▼�

対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

（
事
実
婚
を
含
む
）

①�

検
査
･
治
療
を
終
了
し
た
日
の
1
年
前
か

ら
申
請
日
ま
で
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
利

根
町
に
住
所
が
あ
る
こ
と

②�

流
産
ま
た
は
死
産
の
既
往
が
合
わ
せ
て
２

回
以
上
あ
る
夫
婦
で
、
不
育
症
検
査
ま
た

は
治
療
を
受
け
た
こ
と

③�

茨
城
県
が
実
施
す
る
不
育
症
検
査
費
助
成
事

業
の
対
象
と
な
る
検
査
を
受
け
た
場
合
は
、

県
助
成
事
業
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

④�

夫
婦
と
も
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
健

康
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
こ
と

▼
申
請
場
所　
役
場
子
育
て
支
援
課

▼�

申
請
受
付
期
間　
治
療
が
終
了
し
た
年
度

内
（
３
月
末
ま
で
）
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
１
）

若
者
の
消
費
者
被
害
に
ご
注
意
‼

▼
問
い
合
わ
せ

①�

ま
ち
未
来
創
造
課　
消
費
生
活
相
談
窓
口

毎
週
月
・
水
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

　
リ
モ
ー
ト
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　

　
毎
週
火
・
木
曜
日
（
要
予
約
）

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
６
）

②
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

平
日
と
日
曜
日
（
日
曜
日
は
電
話
の
み
、

年
末
年
始
を
除
く
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

　
☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
４
４
５

③�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
）
年
末
年
始
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

※�

他
市
町
村
への
ご
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

い
ば
ら
き
妊
活
・
不
妊
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　
県
で
は
、
妊
活
・
不
妊
・
不
育
・
流
産
・

死
産
な
ど
、
出
産
に
至
る
前
ま
で
の
時
期
に

生
じ
る
問
題
な
ど
に
関
す
る
悩
み
に
対
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
不
妊
症
看
護
認
定

看
護
師
や
公
認
心
理
士
な
ど
の
専
門
家
へ
の

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
相
談
や
ビ
デ
オ
通
話
相
談

が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。　

▼
相
談
内
容

　

思
春
期
、
月
経
、
妊
娠
、
妊
活
、
不
妊
、

不
育
、
流
産
、
死
産
、
性
の
問
題
（
避
妊
や

性
感
染
症
の
性
行
為
に
関
す
る
相
談
、
予
期

せ
ぬ
妊
娠
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
パ
ー

ト
ナ
ー
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

含
む
）
な
ど
。

▼
費
用　
無
料

▼
利
用
方
法

１�LIN
E

の
友
達
追
加
か
ら（
下

記
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

LIN
EID

：
＠fam

ione-
support

で
検
索
）
に
て
、
フ
ァ
ミ
ワ
ン

ヘ
ル
ス
ケ
ア
相
談
サ
ポ
ー
ト
を
友
達
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

２�

テ
キ
ス
ト
相
談
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
通
話
相

談
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
茨
城
県
在

住
・
在
学
・
在
勤
を
表
す
ク
ー
ポ
ン
コ
ー

ド
「ibrk

茨
城
県
〇
〇
」
を
入
力
（
〇
〇

に
は
住
所
や
勤
務
先
な
ど
の
市
町
村
名
を

入
力
）
し
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
福
祉
部
子
ど
も
政
策
局

　
少
子
化
対
策
課

　
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
２
５
７

もしもに備えて、家族と一緒に考えよう！！

▶問い合わせ　防災危機管理課　防災係　☎６８－２２１１（内線３２２）

利根町行政アプリをインストールしよう

　重要なお知らせや、災害から自分や大切な人の命を守るための防災情報などを
町民の皆さまへ発信します。 
　右の二次元コードからインストールできますので、ぜひご活用ください！

　今月のテーマは、子供と一緒に考える防災です。
　大きな災害に見舞われた際に、家族でどのような行動をとるべきか、事前におうちの人と話し合ってみましょう。

　何気なく暮らしている町にも、大きな災害時には危ない場所があります。ガケの近くで
は土砂崩れが起こるかもしれません。たくさん木が生えている場所は、木が倒れて道路を
塞いだり、木の下敷きになってしまうこともあります。いつもは穏やかな用水路や川も、
大雨が降れば流れが速くなり、水量が増え、漂流物も流れてきて危険です。そうした場所
をあらかじめチェックしておき、災害の後には近寄らないようにしましょう。
　また、外にいるときに災害が起こると、家族が離れ離れになってしまうことがあります。そうしたときに備えて、家
族で話し合い、集合場所を決めておきましょう。学校や公園、家の近くの避難所など、安全でわかりやすいところがよ
いでしょう。公共施設や学校で災害にあった場合は、職員や先生の指示に従いましょう。


